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Inspiration is only a short tFip away. 
There's rmore to Tokyo【han 
YOU'H ever eXpectl 


LUAUNT 


感動 を 探し に 行こ う 。 東京 の 街 、 島 、 山 へ 。 





絵 : で ほ ぎ ゃ ら り ー( 高 松 洋平 ) 





TAMA SHIMA Tokyo 


東京 の 多摩 
WONDEKS 


美しい 緑 と 水 に 囲ま れ た 多摩 エリ ア 。 そこ で 見 る 風景 は 、 和 驚き と 感動 が いっ ぱい で す 。 
多摩 の 自然 に 抱か れ て 、 忘 れ ら れ な いひ と と き を 過ごし まし ょ う 





気軽 に 目 然 と 触れ 合え る 


多摩 エリ ア に は 登山 道 や トレ ッ キ ング コー ス 
が た くさ ん あり 、 壮大 な 自然 と 触れ 合う こと が 
で きま す 。 御岳 山 ロ ッ ク ガ ー デ ン ( 青 梅 市 ) は 、 
登山 初心 者 で も 気軽 に 行く こと が で きる お す 
すめ スポ ッ ト 。 夏 で も ひん や り 涼 し く 、 爽 快 で す 。 





都心 か ら ほ ん の 2 時 間 、 雄 大 な 山々 と 伝統 文化 が 息づく 里山 へ 


「 東 京 」 っ て 、 高層 ビル や 最新 の 電化 製品 に 溢れ た 街 だ と 思っ て い 
ませ ん か ? 実は そう で は あり ませ ん 。 東京 都 西部 に 広がる 多摩 
エリ ア 。 そこ に は 、「 こ こっ て 本 当 に 東京 な の ?」 と 思う よう な 、 の 
どか な 風景 と 豊か な 自然 が 残っ て いま す 。 壮大 な 山 と そこ に 根 を 
張る 巨樹 ・ 巨 木 、 力強く 流れ る 河川 や 美しい 渓谷 、 そ し て どこ か 懐 
か し さ を 感 じ さ せる 田園 風景 ……。 都心 か ら 電 車 や 車 で 2 時 間 で 行 
ける 、 自然 の 楽園 で す 。 


リル 


多摩 エリ ア は 、 日 本 人 が 自然 と 共に 生き て きた 歴史 を 垣間見 られ 
る 場所 で も あり ます 。 日 本 は 国土 面積 の 約 2〆3 が 森林 と いう 、 世 
界 で も 有数 の 森林 大 国 。 その た め 、 日 本 人 に と っ て 昔 か ら 、 自然 は 
と て も 身近 な 存在 で 、 自然 が も た ら す 恩恵 に 感謝 し 、 時 に は その 秦 
威 と 闘い な が ら 、 常に 自然 と と も に 生活 し て きま し た 。 多摩 エリ ア 
の 風景 に は 、 そ うし た 先 人 達 の 、 自然 と 共生 する た め の 知 恵 や 工夫 
が 、 今 で も 随所 に 息づい て いる の で す 。 





思わ ず 息 を の お 
ワイ ルド な 上 昧 


多摩 エリ ア に は 自然 の 力 強 さ を ダイ レク ト に 
感じ られ る スポ ッ ト が た くさ ん 。 岩 と 清流 の 


中 の 遊歩 道 広大 な ダム 湖 、 し ぶ き が ほ と ば 


し る 名 涯 、 神秘 的 な 鍵 乳 洞 ……。 その 美 し さ 
は 見 る も の を 圧倒 する パワ ー が あり ます 。 


美しい 多摩 の 四季 


山 に 囲ま れ た 多摩 は 、 四季 が と て も は っ きり 
と し て いま す 。 春の 新緑 や 秋 の 紅葉 、 冬 の 雪 
景色 に 、 季 節 の 移ろい を 色 鮮 や か に 告げ る 花々 
66 。 季 節 が 変わ る た びに 表情 を 変え る 風景 も 、 
多摩 の 魅力 の 一 つ で す 。 





京 の 多 





ACTIVITY 


見 渡す 限り 自然 が 広がる 
全 映 を 使っ て 楽し め る アク ディ ピ デ ィ メニ ュ ョ ー が 夫 天 





多摩 の 渓流 と 
ワイ ルド に 上 基 れ る 


水量 豊富 な 渓谷 が 多い 多摩 エリ ア で は 、 キャ 
ニオ ニン グ に 挑戦 で きま す 。 特別 な 道具 や 機 
材 は 使わ ず に 、 体 一 つ で 渓流 を 下る アク ティ 
ビ テ ィ 。 ダイ ナミ ッ ク な 多摩 の 自然 と の 一 体 
感 を 楽し み ま し ょ う 。 


多摩 エリ ア 


。 都会 


Kg と 
で は で き な い 楽し み が い っ ぱい で す 





条 も 、 岩場 も 、 滝 も 、 川 も 、 
すべ て が 遊び 場 

多摩 の 自然 は 、 訪 れる 人 を 開放 的 な 気持 ち に させ る 力 を 持っ て いま す 。 
いつ も な ら 、「 服 が 汚れ た らい や だ な 」 と か 「 け が を する と 危な いか ら 」 
な ん て 思っ て 人 避け て いる こと に も 、 つい つい 挑戦 し た く な る ん で す 。 
そん な 私 た ち を 受け 入れ る よう に 、 多摩 で は 、 自然 と 触れ 合え る ア 
クティ ビデ ティ が 数 多く 用 意 さ れ て いま す 。 

森林 の 美 し さ に 心 癒さ れ な が ら の ハイ キン グ や トレ ッ キ ング 。 豊 
富 な 水源 を 持つ 多摩 の 水辺 で は 渓流 釣り を は じ め カ ヌー や カヤ ッ 
ク 、 ス リル 満点 の ラフ ティ ング や キャ ニオ ニン グ と 遊び が いっ ぱい 。 
初心 者 や 子ども で も 気軽 に 遊べ る アク ティ ビ テ ィ か ら 、 難易 度 の 
高い 上 級 者 向き アク ティ ビ テ ィ ま で 楽し み 方 は いろ いろ です 。 思い っ 
きり カラ ダ を 動か し た 後 は 川辺 で バー ベ キ ュー も お すす めで す 。 





4、 ニジマス や ヤマ メ を 釣れ る 釣り 場 も た くさ ん 5、 青梅 市 の 御岳 渓谷 は ボル 
ダリ ング の 人 気 ス ポッ ト 6、 御 岳 渓 谷 は カヌ ー の 聖地 と し て も 知ら れ て いる 
7、 ト レッ キン グ や ラン ニン グ の コー ス が 多数 整備 され て いる 8、 ス リル 満点 
の ラフ ティ ング に 挑戦 。 雪解け 水 が 流 れ 込 ん で 川 の 水量 が 増え る 春先 が 最適 
9、 多摩 の 自然 の 中 で 爽快 サイ クリ ング 10、 あ きる 野市 に は 体験 乗馬 が で き 
る 乗馬 クラ ブ も 









多摩 の 豊か な 
自然 は 遊び 方 無限 大 


手軽 に 自然 と 触れ 合い た い 人 は 、 八 
イキ ング や 釣り な ど が お すす め 。 
自然 の 力 強 さ を 感じ た い 人 は 、 ボ 
ル ダ グリ ジル グ や ラフ ティ ッ メグ びら に 
挑戦 し て み ま し ょ う 。 多摩 の 自然 
を どう 楽し むか は 、 あな た 次 第 。 


参 . も あら ③ 


KETKO CULTURE 


多摩 エリ 


祭り や 暮らし 、 道 端 の 何 げ な い 風 景 な ど 、 都 会 





1、 御岳 山 か ら 見 た 日 の 出 の 美 し さ は 格別 2、 御 岳山 に 
は ケー ブル カー を 使っ て 登る 3、 武蔵 御 究 神社 。 現在 
の 拝殿 は 1700 年 に 造営 され た 4、 武蔵 御 究 神社 の 境 
内 最 奥 に ある 大 口 真神 社 。「 お 犬 様 ( 狼 )」 を 祭る た め 、 狐 
犬 は オオ カミ 5、 武蔵 御 終 神社 の 絵馬 に も 「 お 犬 様 」 が 
描か れ て いる 


多摩 の 山 が 放つ 神秘 的 な パワ ー を 感じ よう 


山 に 囲ま れ 、 そ の 恩恵 も 脅威 も 身近 に 感じ て いた 日 本 人 に と っ て 、 
山 は 崇拝 と 胃 怖 の 対象 で あり まし た 。 そ の た め 、 日 本 で は 古く か ら 、 
山 を 神聖 な 存在 と 者 える 「 山 岳 信 仰 」 が 根付 いて いま す 。 青梅 市 
に そびえ る 御岳 山 も そん な 信仰 の 山 の 一 つ 。 関東 を 代表 する 霊場 
と し て 長い 間 、 人 々 の 信仰 を 集め て きま し た 。 

山頂 に 立つ 武蔵 御 獄 神社 は その 象徴 と も いえ る 存在 。 紀元前 91 
年 に 創建 され 、736 年 に 僧 の 行基 が 東国 鎮護 の 祈願 で 蔵王 権現 像 
を 祭っ た と 伝わっ て お り 、 日 本 人 の 山 に 対す る 明 敬 の 歴史 を 伺い 


⑥⑨% 


ア は 古く か ら の 伝統 が 生き る 場所 。 御岳 山 の 山 岳 信 仰 を は じ め 、 
で は 失わ れつ つ あ る 日 本 の 原 風 景 に 


合え ます 


者 し 


2 


知る こと が で きま す 。 山岳 信仰 が 広まっ た 鎌倉 時 代 以 降 に は 広く 
信仰 を 集め 、 山 に こも っ て 滝 行 ( 滝 に 打 た れ て 身 も 心 も 清め る 行 ) 
な どの 修行 を 行う 修験 者 が 多く 訪れ る よう に な り ま し た 。 江戸 時 
代 に は 庶民 の 参拝 も 増加 し 、 参 道 に は 参拝 者 に 提供 され る 宿泊 施 
設 「 宿 坊 」 が 並び 、 大 い に に ぎわ っ て いた そう で す 。 
登山 の 人 気 ス ポッ ト と な っ た 現在 で も 、 御 岳山 の 神聖 な 雰囲気 は 
健在 。 古 の 人 々 の 信仰 に 思い を 馳せ な が ら 、 参 拝 し まし ょ う 。 












日 本 の 原 風景 を 歩く 


多摩 エリ ア で は 、 の どか な 里山 の 風景 や 、 歴 
史 を 今 に 伝え る 建築 物 に 出合 えま す 。 稲穂 や 
作物 が 実る 田畑 、 道 端 に た た ず む 守り 神 「 道 
祖神 」、 荘 茂 な 山門 、 古 民家 を 改築 し た 文化 
設 ……。 訪れ る 人 の 心 を ほっ こり と 温め る 、 
素敵 な 風景 が た くさ ん あり ます 。 






、 茸 尽 相 の 1 
















天空 の 集落 で 
宿坊 ステ イ & 滝 行 体験 6、 宿 坊 で の 御 祈 裕 の 


御岳 山 で は 今 で も 滝 行 が 行わ れる な ど 、 修 ! の 
N ML よさ 参道 に 立ち 並 心 由 
の 文化 が 受け 継が れ て いま す 。 参 道 に 立ち 並 っ 計 計 を の 
ぶ 宿 坊 は 、 か つて は 修験 者 の 宿 で し た が 現在 外 に は 御岳 山 の 美しい 
一 般 の 観光 客 も 宿泊 可能 。 宿 坊 の 主人 は 武 風景 が 広がる 8、 神 
蔵 御 浪 神 社 の 神職 で も ある の で 、 宿 泊 する と Ne 
トド る テラ クーナ 、 か ジン と mm の 漏 行 の 信二 。 当行 
お 不 い や 御 祈 裕 、 滝 行 な ど を 受け る こと が で  , ょ 宿坊 や 武蔵 御 織 神社 
電 ま す 。 で 受け られ る 


9、 江戸 時 代 未 期 に 建て られ た 豪農 の 屋敷 を 改築 し た 耕 導 館 ( 瑞 穂 町 ) 10、 広 
徳 寺 (あき る 野市 ) の 山門 は 江戸 時 代 中 期 の 建築 11、 里山 の 風情 が 残る 秋 
川 に 架かる 小和田 橋 ( あ きる 野市 ) 12、 道行 く 人 を ひっ そり と 見 守る 道祖神 


熱気 浴 れ る 
多摩 の 祭り 


多摩 エリ ア に 古く か ら 受 け 継 が れる 祭り の 雰 
囲 気 を 味わう の も お すす めで す 。 に ぎ や か な 
人 々 の 掛け 声 が 響く 中 、 豪 華 絢 丹 な みこ し や 
山車 が 競り 合い な が ら 街 中 を 練り 歩き ます 。 
伝 続 が 持つ 力 強 さ に 圧倒 され ます 。 


13、 日 の 出町 の 「 平 井 条 」 で は 伝統 芸能 「 鳳 出 の 舞 」 
が 披露 され る 14・15・16、 あき る 野市 で 9 月 に 開 
催さ れる 「 あ きる 野 三 大 まつ り 」 14、 二 宮 神 社 例 
大 祭 15、 正 一 位 岩 走 神社 例 大 祭 16、 阿 伎 留 神 
社 例 大 祭 


も の 


京 の 多摩 
FOOD & CULIUKE 


わさび や 山菜 、 こ ん に ゃ く 、 そ ば な ど 、 多 摩 エ リア は お いし い ゆい 食べ物 の 宝庫 。 
清らか な 渓流 と 肥 決 な 山 の 大 地 が も た らし た 、 多 摩 エ リア な ら で は の 食 の 恵み を 楽し ん で 











清流 が 育て る 
日 本 の 味 、 多 摩 の 味 5 


寿司 や そば な どの 日 本 料理 に 欠か せな いわ さ 。 て 、、 。 。 ンー ン ン 有川 に 流れ だ し 、 清 ら か な 水 る を 
は 、 多摩 エリ ア の 名 産品 。 水 が き れい な 場 、 ee ーー 0 ( 6 は 、・ 計 だ 人 

所 じゃ な いと 育た な い 植 物 。 多摩 の 清流 が 育 
む 上 恵み で す 。 新鮮 な わさび は 香り 豊か で 辛み 

も マイ ルド 。 ぜひ その 味わい を 体感 し て みて 
くだ さい 。 





an 
= で に で 半 目 ロロ ロコ ニュ ー 





LOc ホ ー/ 








山 球 料理 


に ああ 4 

収穫 時 期 が 春 - 秋 と 
長い の が 特徴 。 シ ャ 
キッ と し た 食 感 で み 
ずみ ず し い 


フキ ノ ト ウ 
ほのか な 苦み が 特 
徴 の 山菜 。 天ぷら や 
煮物 で 食べ る こと 
が 多い 


ズ イ キ 

イモ の 葉柄 で 、 生 の 
状態 は 鮮やか な 赤色 。 
2 や P 二 やや 科 ご し た 
食 感 を し て いる 


食 感 が 良く 、 香り も 豊 
か 。 生 で も 煮 て 食べ て 
も お いし い 


美しい : 


2 告 る 上 で 欠か せな いも の 。 それ は 「 水 」 で す 。 
多摩 エリ ア に は 、 多摩 川 と その 支川 で ある 秋川 を 中 心 に 、 た くさ ん 
の そこ を 流れ る 水 は 、 山 と いう 天然 の ろ過 装置 を 通っ 
て きま す 。 その た め 、 多摩 を 流れ る 川 の 水 は 非常 に 透明 度 が 高く 、 
水質 の 良さ も 折り 紙 つ き で す 。 多摩 に 住む 人 々 は 、 古く か ら 多 摩 の 





清流 と 森 の 恵み を いた 





ユリ 根 
ユリ の 根 の 部 分 は 栄 
高く 、 薬草 と し 
ら て も 古く か ら 重 用 さ 
# も て きだ 





FC て ミミ ミミ ミミ ミミ 
Pu 
ee 
oe 
ロ 
。 
ロ 


た ら の 芽 

「 山 菜 の 王 様 」 と も 呼 
ば れる 。 ウ コ ギ 科 の 植 
物 ・ タ ラノ キ の 新芽 


バラ エ テ ィ 豊 か な 山菜 料理 


“ココ ゴミ 多摩 の 山 に 春 を 告げ る 山菜 は 、 地 域 住民 に は 
Ng 昔 か ら な じみ の 食材 。 檜 原村 に ある 三 頭山 蘭 
No を は じ め 、 こ の エリ ア で は 多彩 な 山菜 を 手間 


暇 か け て 調理 し た 山菜 料理 が 楽し め ま す 。 


こき ます 


豆腐 な ど 、 お いし い 水 に まつ わる も の が 多い の で す 。 

多摩 の 食 文 化 を ひも 解く も う ひ と つの キー ワー ド は 「 山 」。 うっ そ 
う NN 食材 の 宝庫 で す 。 春 を 迎え 雪が 
解け る と 新芽 が 一 気 に 芽吹き 始め 、 秋 に は 実り の 季節 を 迎え ます 。 
の TP の 0 の 





水 が も た ら す 恩恵 に 感謝 し 、 水 を 活か し た 食 文 化 を 育ん で きま し た 。 い フ ー ド で す 。 

だ か ら こ そ 、 多摩 の 名 物 グ ル メ や 名 産品 に は 、 日 本 酒 や こん に や ゃ く 、 

水 が き れい だ か ら コー ヒー 魚 

SU し いも の 多摩 の ! Ms 蘭 記 誰 多 卒 の 急 は シン プル に 
コー ヒー に も 、 水 の お 剛昌 財 旋 さ で 、 そ の 巨 み を 
前 本 時 ツイ レク ト に 楽し む の 


多摩 の 名 物 フ ー ド と 言え ば 、 そ ば や こん に ゃ 
く 、 豆 腐 に 日 本 酒 な ど 。 こ れ ら は 、 シ ンプ ル 
な 材料 で 造る を も の だ か ら こ そ 、 水 の 質 が その 





味 を 大 きく 左右 し ます 。 水 が お いし いか ら 、 日 本 酒 

食べ 物 も お いし い 。 多摩 の フー ド を 口 に する NPD 
3 Ss 5 ) 酒 は 、 水 の 旧 

と 、 そ ん な 単純 な こと を 改め て 実感 で きま す 。 が 頭 著 に あら われ る 









が お すす め 


こん に ゃ く そば 

A 由 ー ラ ー ド と も て そば の 名 店 が 多い 多摩 豆腐 茶葉 

も 人 岳 、 き し あど ん 信 ゃ エリ ア 。 各店 の そば に 昔ながら の 製法 で 手 作 瑞穂 町 な ど で 栽 培 され 
く や 田 楽 な どい ろ い る ろ は 水 の 良 さ に 加え 、 店 りす る 豆腐 店 が た くさ る 東京 狭山 茶 。 甘み と 
な 食べ 方 が ある 主 の こだわ り も 光る ん 。 大 豆 の 旨み が 引き 波 み の パラ ンス が いい 





立つ 濃厚 な 味わい 


参 . あら 


東京 の 多摩 
RELAX 


多摩 の 豊か な 目 然 に 抱か れる と 、 日 ご ろ の 悩み は どこ か に 


森林 と 触れ 合っ た り 、 温 泉 に つか っ た り 


巨樹 ・ 巨 木 に 囲ま れ て 
心 洗 われ る ひと と き を 


多摩 の 森 の 特徴 は 、 巨樹 巨木 が 多い こと 。 特に 、 多摩 エリ ア 最 西 
ei 日 本 一 の 巨樹 の 里 と し て も 知ら れ て いま す 。 

票 境 省 が 2001 年 に 行っ た 巨樹 ・ 巨 木 林 調 査 で 、 全国 最多 の 891 
本 の 巨樹 が 確認 され た こと が その 理由 。 も ちろ ん 、 奥多摩 町 だ け 
で な く 、 多摩 エリ ア に は た くさ ん の 巨樹 ・ 巨 木 が 存在 し ます 。 

巨樹 の 魅力 は 、 な ん と いっ て も 、 ほとばしる 人 圧倒 的 な 生命 力 。 悠 
久 の 歴史 を 物語 る た くま し い 木 肌 、 四方 八方 へ と 広がる 豊か な 枝 
ぶり 、 青 々 と 茂る 葉 ……。 注意 深く 見 て みる と 、 枝 に 止ま っ て 羽 を 
休め る 野鳥 や 、 4 
が で きま す 。 巨樹 と 森 の 生き 物 た ち が 持 つ 命 の 力 を 目の当たり 
する と 、 自分 は な ん て ちっ 0 
れ ま せん 。 そん な 巨樹 ・ 巨 木 を 有する 多摩 の 森 は 、 森林 セラ ピー 
の 人 気 ス ポッ ト 。 セラ ピー ロー ド が 設け られ て いた り 、 セラ ピー 
プロ グラ ム を 体験 で きる プラ ン が 充実 し て いま す 。 多摩 の 森 が 持 
つ 癒 し の 力 を 体感 し まし ょ う 。 


N 


多摩 で の 癒し の 過 ご 





















吹き 飛ん で し まい ます 。 
し 方 を ご 紹介 し ます 


里山 の 温泉 で 癒さ れる 


トレ ッ キ ング な どの アク ティ ピ ビ テ ィ を 楽し ん 
だ 後 は 、 温泉 で 汗 を 流し まし ょ う 。 多摩 に は 
美しい 自然 を 眺め な が ら 入 浴 で きる 日 帰り 温 
泉 施設 が た くさ ん あり ます 。 多摩 の 大 地 に 湧 
く 名 湯 に 身 を ゆだね れ ば 、 心地 よい 充足 感 に 

満た され る は ず で す 。 
















歴史 を 刻む 
喝 造 り の 古 民家 で 安らぐ 


「 多 造り 」 と は 多摩 エリ ア の 伝統 的 な 民家 の 建 
築 様式 。 茅 暮 の 屋根 の 形 が 武士 の 児 に 似 て い 
0 

は 免 造り を は じ め 、 さま ざま な 建築 様式 の 
人 日 本 古来 の 伝統 建築 
で 癒し の 時 間 を 楽し み ま し ょ う 。 








多摩 時 間 に 身 を 任せ よう 


呼吸 を 整え て 、 ゆ っ た り と 流れ る 時 間 に 身 を 
任せ ます 。 そ ん な 昔 沢 な ひと と き を 過ごす の も 、 
多摩 の 人 気 リ ラク ゼー ショ ン の ひと つ 。 眼 想 
体験 や 星空 浴 な ど で 癒 し の 多摩 時 間 を 楽し み 
まし ょ う 。 夏 な ら ホ タル 観賞 も お すす めで す 。 





ま 4$O① 
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UKDAN NATU KE 


歴史 ある 寺社 の 参道 、 緑 豊か な 公園 、 生 命 輝 く 川 の ほとり ・ 
多摩 エリ ア に は 、 は る か 昔 か ら 人 々 が 集い 、 に ぎわ い を つく り だ し て きた 場所 が あり ます 
















、 極 彩色 と 見 事 な 彫刻 が 
錠 生 ( 
王子 市 ) の 御 本 社 2、 薦 か 
ら ほ ケー プル カー や リフ ラフト 
も 運行 3、 さ る 園 に は 愛 ら 
し い 赤 ちゃ ん サル の 次 も 4、 
高尾 山名 物 の 天狗 焼 は 人 
気 の 参道 グル メ 


ーー ニー 室 臣 市 
ー 





会 の な か に 息 づ ) く 自然 と 5、 本 尊 の 「 困 弥 蛇 名 来 像 」 を 安 較 
に る 深大寺 (調布 市 ) 本 堂 6'「 あ め や 」 導 
大 いな る 歴史 に ふれ る の 女将 さ ん 手作り の 「 赤 有 」 は 則 布 環 議 還 隊 
市 の 伝統 工芸 品 7、 門前 町 の 名 物 関 計 乱 半 護 
多摩 エリ ア に は 、 都心 か ら 手軽 に アク セス で きる 魅力 あふ れる 緑 グル メ ・ 深 大 寺 そ ば 8・9、「 鬼 太郎 2 キン 
6 SE 茶屋 」 も 深大寺 で 訪れ た い ス ポッ 敵 革 漠 
地 ス ポッ ト が た くさ ん あり ます 。 時 の に か 
票 高 599m の 高尾 山 山頂 へ 向かう ルー ト の 一 つ 、 高尾 山 自然 研究 メニ ュー を 味わえ る ほか 、 水木 し 
路 1 号 路 は 、 中 腹 ( NR 今 も 多く の げ る ゆか り の 品 を 展示 する キャラ 


リー も ある 





参拝 者 が 行き 交 う 道 は 、 多摩 エリ ア を 代表 する 人 気 観光 地 と な っ 
て いま す 。 
東日本 最 古 の 国宝 仏 「 釈 迎 如 来 像 」 を まつ り 、 約 1300 年 の 歴史 を 
誇る 深大寺 は 、 東京 で は 浅草 寺 に 次 いで 歴史 の 深い 寺院 。 深大寺 
の ある 調布 市 は 、 妖怪 の 漫画 で 有名 な 漫画 家 ・ 水 木 し げ る が 長く 
暮らし た こと で も 知ら れ て いま す 。 木 の 際 か ら 妖 怪 が ひょっこり 
顔 を 出し そう な 不思議 な 魅力 を も つつ 武蔵 野 の 自然 は 、 創作 意欲 を 
か き 立 て た の か も し れ ま せん 。 深 大 寺 の 門前 に は 、 名 物 「 深 大 寺 そ ば 」 
を 提供 する 店 が 点 在 し て いま す 。 
創建 2000 年 と 伝わる 大 國 魂 神社 は 、 東京 最 古 の 神社 。 神社 か ら 『 
府中 駅 へ と 続く ケヤキ 並木 は 、 街 の シン ボル 的 存在 で 、 樹齢 600 10 庫 
年 以上 と され る 古木 が 、 今 も 人 々 を 静か に 見 守っ て いま す 。 
⑫9/ 


12 
10、 約 500m 続 く 馬場 大 門 の 
K ケヤキ 並木 11、 父 ・ 源 頼義 と 
も に ケヤキ を 寄進 し た 義 
家 公 の 像 12、「 武 蔵 国 の 守り 
神 」 と し て 信仰 を 集め る 大 國 
魂 神社 (府中 市 ) 















東京 の 巨大 オア シス で 森林浴 


多摩 エリ ア の 公園 は 、 自然 の 地形 を 生か し て 整備 され て 
いる の が 特徴 。 季節 を 彩る 花木 を 愛 で た り 、 遊具 や 水 あ 
そ び を 楽し お 子ども た ちの 歓声 に 耳 を 傾け た り 、 森 や 草 
地 に 生息 する 野鳥 や 昆虫 を 観察 し て 過ごし た り … 自 然 
を 身近 に 感じ られ る 公園 を 楽し み ま し ょ う 。 


清 ら か な 多摩 の 水辺 


江戸 時 代 に 多摩 川 の 水 を 引い て 整備 され た 玉川 上 水 、 

多摩 川 の 支流 の 一 つ ・ 野 川 、 東京 都 の 銘 湧 水 57 選 に 誰 
定 さ れ て いる 真 姿 の 池 湧 水 群 は 、 水辺 の 散策 エリ ア と 
し て 人 気 。 川治 い に 続く 道 は 、 の ん びり 歩い て も 、 サイ 
クリ ング で も 楽し め ま す 。 清らか な 流れ が 、 心 を や さ し 
く 潤 し て くれ る で し ょ う 。 





世界 で 一 つの オリ ジ ナ ル 作 品 を 手作り で きる 工房 や 、 楽 し みな が ら 知 識 を 深め られ る 施設 、 
動物 た ちと ふれ あえ る スポ ッ ト な ど 、 多 摩 で し か で き な い 貴重 な 体験 が あり ます 





1、 ふる さと 体験 館 ( 府 中 市 ) で わら ぞう り 作 り に 
挑戦 ! 2、 むさし 野 深 大 寺 窯 (調布 市 ) で 素焼き の 
突 に 絵付 け す る らく や き 体 験 3・4、 素朴 な 風 合 
い の 器 や 深大寺 だ る ま 市 に ちな ん だ だ る ま の 土 
鈴 を お みや げに 5x・6、 師 楽 (町 田 市 ) で 純銀 ね ん ど 
の シル バー アク セ サ リ ー を 手作り 体験 。 世界 で 一 
つ だ け の 作品 を 


さま ざま な 体験 を 通し て 多摩 の 魅力 を 知 ろ う 


豊か な 目 然 を 感じ られ る ロケ ーション に ある 施設 で 、 陶 芸 や シル バー けん 引 す る 充実 し た 設備 を も つ 施 設 が ある の も 多摩 の 魅力 。 どの 
シグ 10 人 し て み ま せ ん か 。 専門 の 施設 も 、 来館 者 が 見 た り 、 ふれ た り 、 体験 し た りす る こと で 、 知識 
スタ ッ フ が 丁寧 に 教え て くれ る の で 、 初心 者 や 子ども で も 気軽 に や 興味 を より 深め る こと が で きる よう な 工夫 が 疾 ら され て いま す 。 
挑戦 で きま す 。 自由 な 発想 で 作っ た オ リ ジ ナ ル 作 品 と と も に 、 体験 "本 物 " に ふれ る 貢 重 な 体験 を 。 

その も の が 思い 出 に な り そ う で す 。 豊か な 自然 が 広がる 多摩 エリ ア は 、 動物 た ち に と っ て も いい 環境 
南極 ・ 北 極 に 関す る 調査 研究 や 最新 鋭 の 天体 観測 機器 を 備え た 施 と 言え ます 。 本 来 の 姿 に 近い 動物 た ち を 間近 で 見 た り 、 エサ や り 体 
設 、 フ ワー ルド クラ ス の プラ ネタ リウ ム な ど 、 日 本 の 自然 科学 分 野 を 験 を 通し て ふれ あい を 楽し お こと が で きま す 。 


@0% 











夢 と ロマ ン あ ふれ る サイ エン ス 施 設 


宇宙 や 目 然 科学 に 関す る 施設 も 訪ね て み ま し ょ う 。 長年 
に わた る 研究 や 観測 で 得 ら れ た 貴重 な 資料 を 見 られ る 
だ け で な く 、 本 物 に ふれ 、 体験 する こと で 、 興味 の ある 
分 野 へ の 関心 が 一 層 深 まる こと で し ょ う 。 理系 分 野 が 
ちょ っ と 苦手 と いう 人 も 、 楽し みな が ら 学 べ ま す 。 





動物 た ちと ふれ 合う 癒し の ひと 時 
橋 の な い オ ー プ ンス タイ ル の 展示 が 特徴 の 多摩 動物 公 
園 を は じ め 、 200 匹 以上 の リス が 元気 に 走り 回 る 町 田 
リス 園 や ポニ ー や ウサ ギ と 遊べ る ふれ あい の 里 な ど 、 
多摩 の 自然 の 中 で の び の び 暮 ら す 動 物 た ち を 見 て いる と 、 
いつ の 間 に か 笑顔 に な っ て いる 自分 に 気づく は ず 。 


東京 の 多摩 で 叶う 、4 つ の "TOKYO's new LUXURY" 


都心 か ら ひ と 足 の ば す と 、 そこ は 、 水 と 緑 に 恵まれ た 東京 の オア シス 
色 鮮 や か な 花々 に 美しい 紅葉 、 樹 木 の 斉 り 、 そ し て 小鳥 の さえ ずり と 川 の せせらぎ 。 四 季 折 々 の 変化 を 日 帰り で 楽し め ま す 。 


手つかず の 大 自然 に 身 を 任せ 、 自 分 の 心 に 耳 を 傾け て 。 多摩 で 心 と 身体 を 整え る 4 つの TOKYO's new LUXURY。 






人 心 も 花開く 、 に 
| に 目 転 車 で 春 を 味わう 1 日 。 


福生 市 ・ 判 村 市 ・ 瑞 宣 町 


季節 で と に さま ざま な 花 が 咲き 誇る "東京 の 庭 " は 、 四 季 を 感じ る と っ 
て お き の 場 所 。 春の 訪れ を 感じ た ら 、 の ん びり 散策 へ 出かけ まし ょ う 。 


得 生 駅 
駅 前 ネ レ ンタ サイ クル 


多摩 川 お 花見 サイ クリ ング 


[羽村 取水 堀 や 桜 づ つみ 公園 、 根 が ら み 前 水田 な ど を 巡り ます ] 


桜 並木 で の ん びり 
桜 婦 いい 散る 多摩 川沿 い を 
軽快 に 走っ つて 、 の どか な 
桜 並木 へ 。 董 心 に 返っ て 
の お 昼寝 も や オススメ で す 。 


UE ま ソ 2 ウ ん (KA と コリ) 
一 面 の 鮮やか な 原色 の 緒 秒 ! 関東 最大 級 の チュ ー リ ッ の 
プ 畑 、 根 が ら み 前 水田 に 心 が 眠 ます 。 写真 を パチ リ 。 8 


※ 福 生 駅 皿 較 剛 
且 転 車 返 却 議 議 


約 25 分 


奇跡 の カタ クリ 探し 』。 


約 20 万 株 の 
が ダン 
橋 生 地 












ーー さや ま 花 多 来 里 の 郷 で 、 
石川 酒造 Ei33 味わう 数 万 株 に 1 株 し か 咲か な 
酒造 り の 歴史 を 学べ る 王 本 菩 9y い 幻 の 白い カタ クリ 探 
資料 館 や 蔵 の 見 学 、 食 し に 挑戦 。 見 つか れ ば 何 


事 処 も ある お 漂 の テー マ 上 謙 
パー ク 。 地酒 や クラ フト 
ビー ル を 季節 の 料理 と 
と も に 楽し み ま し ょ う 。 


か 良い こと が ある か が も!? 





茂 見 は 
表 日 まで に 要 
予約 (有料 ) 


⑩⑯9 な ※ 公 共 交 通 機関 は 本 数 が 限ら れ ま す の で 各 交 通 機関 に ご 確認 下さ い 。 ※ モ デル ルー ト の 詳細 は WEB サ イト 「TAMASHIMA.tokyo」 (https://tamashima.tokyo/) を ご 








多摩 エリ ア 


ta 9 


邊 ーー 有川 ・ 滴 ・ 温 泉 一 る 区 9 
( 1 ie 「 水 」 で 心 も 体 も 浄化 する 。 
めき 3 野市 ・ 檜 太 村 


山 と 清流 が 織り な す 光 景 が 美しい 渓流 治 い か ら は 、 清 涼感 が 溢れ ま 
す 。 豊か な 水 の 恩 恵 を 受け て 、 新しい 自分 に 生ま れ 変 わる 1 日 に こ o 


武蔵 五日市 駅 
| 還  9 分 
心 を 清め る 滝 めぐ り 


流れ 落ち る 清らか な 滝 を 眺め て いる と 、 心 が すっ と 落ち 着い て いく の を 感 
じ ま す 。 送 き 通る ビュ ア な 水 に 触れ て 、 感 じ て 、 心 と 身体 を 整え そま しょ つ 。 


[ 千 定 バス 停 で 降り て 、 天狗 滝 、 払 沢 の 滝 まで 人 ハイキング ] 










日 本 の 滝 
時 選 の 一 つ 、 
私 沢 の 滝 








地元 野菜 に 舌鼓 
払 沢 の 滝 付近 で ラン チ 。 
清流 で 育つ た 野菜 を 使っ 
た 料理 を 味わい ます 。 水 
が キレ イ だ と 味 も 格別 | 
トー … 間 計 の 

秋川 渓谷 瀬音 の 湯 付 

_ 還 近 に ある 秋川 渓谷 に 

6 。 架かる 吊り 橋 、 石 舟 

人 約 10 分 橋 。 渓谷 美 を 眺め て 


深 呼 唄 


瀬音 の 湯 で 身体 も 浄化 
秋川 渓谷 の 絶景 を 眺め 較 請 

な が ら 入 浴 で きる 起 天 
風呂 で 、 ト レッ キン グ の 
汗 を 流し ます 。 自然 と の 慌 
一 体感 が 味わえ 、 温 泉 
の 恵み に 癒さ れ ます 。 





覧 下さ い 。 


4 





眼中 高 900m、 


山上 の パワ ー ス ポッ ト と 


請 梅 市 ・ 日 の 出町 


古く か ら の 信仰 が 息づく 山岳 地帯 は パワ ー ス ポッ ト の 宝庫 。 人 と 自 
然 が つく り 出 し た 神秘 の 光景 を 、 自 分 らし く 取り 込ん で 。 


御 弥 駅 
| 計 約 10 分 の se の 
御岳 山 ハ イキ ング 


[御岳 山 駅 で 降り て ハイ キン グ 。 道 中 、 天 狗 岩 や 天狗 の 腰掛 杉 も 見 学 ] 


武蔵 御 独 社 で 運気 上 昇 創建 は 


山 拓 信仰 の 中 心地 、 に 
武蔵 御 神 社 は 関 
東 屈指 の パワ ー ス 
ポッ ト 。 御 山 を 
登り きっ た 達成 感 
で 、 さ ら に 身体 に 
力 が みな ぎり ます 。 





ロッ ク ガ ー デ テン で 





テト ックス 
苔むし た 岩 と 滝 の 渓谷 は 、 水 
辺 の 浄化 スポ ッ ト 。 し っ と り 
と し た 空気 を 胸 い っ ぱい に 吸 
い 込 むと 、 心 が ほ ころ ん で い 
く の を 感じ ます 。 


日 の 出山 山頂 で 絶景 を 思 む 


八 イ キン グ の 疲れ も 吹き 飛ば す 
山頂 か ら の 大 眺望 。 し ば し 時 を 忘 
れ て 関東 平野 の 大 パノラマ を 楽 
し み ま す 。 山 の 空気 も お いし い ! 


[日 の 出山 山頂 か ら は 、 額 掛 岩 、 
三ツ沢 を 通っ て 下山 ] 


つる つる : ーー な 4 
ーー iM 美肌 の 湯 
天然 温泉 
自然 に 囲ま れ た 里山 風情 が 心地 
よい 温泉 。 ハイ キン グ の あと は 、 気 
持ち 良さ が より 高まり ます 。 














Recharee 自然 の 神秘 で 心 を リセ ッ ト 。 ら 














紅葉 の 赤 、 湖 の ブル ー、 鐘 乳 洞 の レイ ン ボ ー 
東京 に いな が ら 

心 に 鮮やか な 刺激 を くれ る 旅 。 
臭 多 歴 町 


東京 の 北西 端 に 位置 し 、 全 域 が 国立 公園 に 含ま れ た 豊か な 森 。 鮮 
や か お な 自然 の 色彩 と 舘 乳 洞 の ライ ト ア ッ プ に 心 が 刺 激 さ れ ま す 。 


邊 多摩 駅 0. 
| 95 島 約 80 人 Se 





平均 11C と 夏 は 涼し く 冬 
は 暖か い 洞 内 は 、 色 と り 
ご どり の 幻想 的 な イル ミネ ー 
ショ ン に 心 が 華やぎ ます 。 
狭い 岩 の 中 を 進む スリ リ 
ング な お 体験 も 刺激 的 ! 


思 4 分 








奥多摩 湖 を 散策 

大 自然 に 囲ま れ た 湖 の 周辺 を ゆっ くり と 散策 。 周 

囲 の 山村 を 映し 出す ブル ー グ リー ン の 湖面 と 、 湖 

畔 を 彩る 紅葉 の コン トラ スト に 思わ ず た め 息 。 ーー 
E 光 隊 肖 6 交 控 中 に 水道 専用 貯水 池 々 し 
奥 多 亡 了 学 上 避 に 、 千 じ 千 ) 
奥多摩 湖 い と い の 路 を 散策 ] SG 











_/ 日 本 最 古 の 地層 
2 から 湖 す 出る 
源泉 100% 


奥多摩 の 
と 清流 を 望む 露 大 風呂 に 
入浴 。 散策 の 疲れ を ゆっ 
た り と 癒し ます 。 





9 還 ト シ アッー ブル カー 。 徒 歩 0 we 7 





| 孝 
< まま 
「 
ま 
「 | ょ 全 す まき 
奥多摩 駅 表 析 当 。 
浦 本 駅 中 ケー ブル 。 再 得 
や - に に 1 
画 挟 山 馬 1 





ニー エーーー 


五 晶 
本 日 市 駅 8 軍属 也 ベ 


ーー ハ 王 駅 
多摩 の アク 人 | 6 2 ンー 


NE 京王 線 特急 15 分 \ シ JR 中 央 線 14 分 (中 央 特快 ) 


me | 














JR 中 央 線 13 分 (中 央 特快 ) 
1 京王 線 35 分 (中 敵 特 人 | JR 青梅 線 12 分 NE 
JR 中 央 線 8 分 「 抽 束 
\ シ \/ (中央 特快 ) PE NE 青梅 線 19 分 好 
= : 、、. 、 中 東京 バス 10 分 人 ル 
\ シ 青梅 線 18 分 
静岡 県 か ら の アク セス 



































大 島 ・ 神 津島 へ は 静岡 県 の 熱海 か ら 高 速 船 、 利 島 ・ 新 島 ・ 式 根 島 ・ 神 津島 へ は 
静岡 県 の 下田 か ら カ ー フ ェ リ ー が 運航 し て いま す 。 








@ TAMASHIMA.tokyo m 記 国 鉄人 の 所 要 時 間 は 標準 的 も の で 、 電車 に より 異な り ます 。 
https 本 | maS h | ma.tO kyO/ ※ 本 誌 掲載 の デー タ は 2019 年 6 月 末 の も の で す 。 発行 後に デー タ が 変更 に な る 
回 場合 あり ます の で 、 お 出かけ の 際 に は 電話 等 で 事前 に 確認 され る こと を お 
ーーー ーー 一 呈 の 015l ま 9 
TOKYO な お 、 本 誌 掲載 内 容 に よる 損害 等 は 、 補償 いた し か ね ます の で 、 あら か じ め ご 
METROPOLITAN 7 ング の 了承 くだ さい ます よう お 願い いた し ます 。 
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国立 極地 研究 所 、 小 笠原 村 観 光 局 、 青 ヶ 島 村役場 、 式 根 島 観光 協会 
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Bb < = ノ 高 速 船 :1 時 間 45 分 
で マン 大型 船 : 6 時 間 
5 * 高速 船 :30 分 
も 大 型 般 1 時 間 20 分 R ' 
45 分 * 。 あ 利 島 ご 
ゃ ロ 高速 船 :25 分 6 
ャ く | 太 型 船 :50 分 2 
高 員 船 :15 分 \ 衝 ュ ン ョ 6 
202 間 新 司 M 
ゝ く / 式 視 島 e / 
ーー 呈 4 
高速 船 :25 分 。 " 伊豆 諸島 | 』 
紳 津島 大 型 船 :50 分 =』" 24 時 間 
ー モ 宮 。 )50 分 
と 合 sm.。 


2 時 間 
50 分 


島 し 






八 区 島 


3 時 間 
ュー 


2 時 間 





NM/ ぞ 
高速 般 ン 大 型 船 ノ 
連絡 船 


青 ケ 島 
小型 機 


※ 離 島 間 は へ リコ プター も 利用 で きま す 





アク セス ガイ ド 


東京 都心 部 か ら 電車 で 船 で 楽々 アク セス ! 


都会 か ら 森 へ 移り 行く 車窓 風景 
雄大 な 太平 洋 の 船旅 を 楽し みな が ら 、 
自然 


ノ い \ 


の 宝庫 へ 向かお う 





: 京 急 空港 線 ・ 本 線 
\Z20 分 


FE 川 
R 山 手 線 20 分 
新 価 駅 


: 東京 モノ レー ル 
20 分 








浜松 町 駅 = 





徒歩 10 分 


: JR 中 央 線 
: 青梅 線 ・ 石 日 市 線 
シ 


竹芝 客船 ター ミナ ル 





多 





京成 成田 
スカ イア クセ ス 線 
Ac 0 カニ 
36 分 


日 暮 里 駅 
\ シ JR 山手 線 17 分 
浜松 町 駅 
徒歩 10 分 
竹 乏 客船 ター ミナ ル 
] 


: JR 特急 
成田 エク スプ レス 
| 1 時 間 


東京 駅 







3 JR 中 央 線 
青梅 線 ・ 五 日 市 線 


調布 飛行 場 


| 
秋 な の に 南国 ! ' 流 
海 、 夕日 、 山 に エネ ルギー を も ら う 。 
八丈 和 


温暖 多湿 な 気候 で 、 ハ イビス カス な ど 亜 熱帯 性 の 花々 が 咲く 南国 情緒 あふ れる 島 。 どこ まで も 浴 
み 渡 る "八丈 ブル ー" の 海 と 戯れ て 、 秋 な の に まる で 南国 気分 で 、 常 春 の 島 に パワ ー を も らい ます 。 
⑪ 同上 ao 日 目 

た エト ジミ 『 王 語 三 ニ = デ 

「」 ウ go:30 先 > 八 区 和英 8:50 音 








10 時 間 20 分 












フッ チビ 
分 寿 本 は りか が 





八丈 ブル ー の 海 を 堪能 
どこ まで も 青く 洪 み 渡る 海 で 、 マ リン アク ティ 
ビ ティ に 挑戦 。 熱帯 魚や 大 型 回 遊魚 と 一 緒 
に 泳い で 、 時 に は ウミ ガメ に も 由 遇 














700 種 類 以 上 の 
海洋 生物 が 生 急 


サイ クリ ング で 八丈 島 め ぐり 


[八丈 島 植物 公園 や 大 里 の 玉石 垣 を 


見 学 し て 、 南 原 千畳敷 へ ] 


6 電動 且 転 車 が 
レン ツタ サイ クル す ス ス メ 


南原 千 党 敷 で 夕日 を 観賞 








まる で 月 の クレ ー タ ー の よ つ な お 海岸 で 水 
平 線 に 沈む タ 日 を ゆっ くり と 観賞 。 波 の 音 


が 耳 に 心地 よく 響き ます 。 





八丈 富士 か 5 
流れ 出 た 溶 震 
で ズ す た 海岸 













の 湯 で 絶景 に 浸かる 
| | 目 転 車 旅 の ご 窒 美 は 解 感 


裏 見 ヶ 滝 を あぶ れる 吉 天 風呂 。 達成 感 
探 雪 ら 海 を より 美しく 感じ ます 。 


目前 に 太平 洋 の 
大 海原 







大 賀 衝 地 区 散策 > 人 ハ 広島 全 浴 7:aO 発 


5 島 の 中 心 部 は 食事 如 や カフ ェ 、 
全 みや げ 店 が いっ ぱい 。 | < 計 6 め 
経験 に 興奮 92 グ 22 ブ 20 半田 空 : 湊 18:a0 着 


ーーー 


3 に ーー 大 型 客船 ーー ア 計 ジェ ッ ト 肌 c 放 時 行 機 旧 叶 バス 





。 や 
と 


秋 人 冬 お 気に入り の ビ 
卓二 気 の 向く まま に 
ぇ 貞 ・ 式 朴 上 





サー フィ ン の メッ カ と し て 有名 な 新島 と 、 リ アス 式 
の 海岸 に 美しい 入江 や 温泉 が 点 在 する 式根島 。 
気 の 向く まま に 自転 車 で 走れ ば 、 あな た だ け の 
風景 が きっ と 見 つか る 殴 沢 な 2 日 間 に 。 











SM 技 吉 0 
美しい ビー チ に 時 を 忘れ ます 。 

0 2 / 全長 約 6Km の 
波音 を BGM に 読書 は いか が e 圧 砂 昌 ウ ゲ 上 3 了 チ 












古代 ギリ シャ 
神殿 風 の 温 泉 
倒 の 色 が 変わ る 
タカ の 入浴 が 
ススメ 











湯の浜 露天 温泉 で 














式 枢 貞 9:05 音 
サイ クリ ング で 式根島 めぐ り 
















[ ビー チ 、 温泉 めぐ り の ほか 、 ぐ ん じ 
山 展 望 台 で 式根島 を 展望 ] 
5 ッ タ サイ クル 
日 本 の 海水 浴場 
88 選 の 一 つ へ 
泊 海 水浴 場 で の ん び リ ーー 


ぐる っ と 岩 に 囲ま れ た 扇形 
の 美しい 入江 は 、 ま さ に プラ 


イベ ー ト ビー チ 。 静 けさ の 中 、 
ei ad 波 の 音 に 耳 を 傾け て 。 


東京 の 島 で 叶う 、3 つ の "TOKYO's new LUXURY" 


都心 か ら 南 へ 広がる 太平 洋 に 島々 が 浮か ぶ 、 島 し ょ エリ ア 
各 島 異な っ た 風土 や 文化 を 持つ 島 で 、 き ら め く 海 と 純白 の 砂浜 、 天 然 温泉 、 海 に 沈む 夕日 を 味わう プチ 旅 。 
ゆっ くり と 流れ る 島 時 間 に 身 を ゆだね 、 極 上 の 区 沢 を 心 で 感じ る 3 つの TOKYO's new LUXURY。 


ー チ を 探し て 。 


まる で 、 火星 。 ま る で 、 宇 宙 。 ュ 電 
自転 車 で どこ まで も 。 


幻想 的 な 風景 を 味わい つく す 。 











9 同 
1 日 目 e 日 目 伊豆 諸島 で 最も 都心 か ら 近く 、 最も 大 き な 島 。 都心 か ら の 日 帰り 旅 も 可能 な 大 島 は 、 ま る で 、 異 
和 有 タ ーー er 世界 の よう 。 日 本 で も 、 地 球 で も な い 光 景 に 、 日 常 を 忘れ 、 心 が 自由 に 解き放た れ て いき ます 。 
っ っ OO 塞 10 時 間 85 分 上 ー 
ーー 1 1 日 目 
竹 用 8:35 発 一 一 テーーーーー テ ナナ 島 10:a0 着 
1 時 間 45 分 0 
自転 車 で お 気に入り の ビー チ 探 し 記号 








潮風 を 受け な が ら 、 自分 だ け の 特別 な ビー チ 探 し に 出発 ! 陽 の SA 三原 山 ジ オツ アー で 異 世界 体験 


光 を 浴び て キラ キラ と 煙 く 白浜 の ビー チ に 真っ 青 な 海 。 好き な 088 生け HI に の の 





















SIN 大 島 温水 テル 漢 は まる で 火星 の よう 。 地球 の 生命力 に 身 を まかせ て みて 。 
[本 村 前 浜 海 岸 を 巡っ て 付近 で ラン チ 。 ッ ス ゲ ウ ッ が 」 火山 いじ つり て の \ [= 吉 で り | 
生生 天 2 間 思 0 み 墜 軸 [三原 山頂 ロバ ス 停 で 降り て 、 裏 砂漠 まで トレ ッ キ ング ] 
旬 転 車 天国 - シュ ミレ ー タ ムズ の 日 本 で 唯一 の 
約 10 分 地底 探検 「 砂 漠 」 
Y 
伊豆 大 島 火 山 博物 館 を 見 学 
「 ] 
@W 。 約 20 分 
U 
元町 浜 の 湯 邑 で サン セッ ト 観 賞 
空 と 海原 が 茜色 
に 染まる サン セッ 
ト が 美しく 、 温泉 
と タタ 日 を ダブ ル ーー 
で 楽し め ま す 。 星 だ た けが 見 える 時 間 を 満喫 
街灯 な ど が 少な い 夜 の 島 に 広がる 、 こぼれ 落 
ち そ うな 星 た ち 。 人 間 ど 宇宙 の 壮大 な 時 間 電 
外 此 こ 思 い を 馳せ て 。 
伯 で 軸 先 * 
松 が 下 雅 湯 で 秘境 感 を 味わう 伊豆 大 島 椿 ま つり を 散策 
ム 冗 フ 冬 な の に 咲き 誇る 椿 の 花 の 凛々 し さ に 感動 ! 開花 と 共に 島 





秘 湯 ム ー ド を 気軽 に 楽し め る 名 天 風 ら 。 葵 色 は 春の 訪れ を 告げ る 一 大 イベ ント 「 椿 まつ り 」 で 賑わい ます 。 
の 湯 は 身体 を お か ら 温め ます 。 SE 





式 直人 3.15 天 


大 委 14:35 先 


. 画 を 還 
| に ェ 1 時 間 45 分 


式根島 観光 協会 人 ーー 財 | 1 ※ メ イン 会 場 の 大 島 公 園 を 中 心 に 島 の 各所 Pa 
ロラ 15:80 音 で さま ざま な イベ ント が 開催 され ます 。 ウ 15:a0 広 


ーー 
本 = 謙 3 叶 間 5 分 












男女 混浴 な の で 
水着 着用 で 入浴 


※ 公 共 交通 機関 は 本 数 が 限ら れ ま す の で 各 交 通 機関 に ご 確認 下さ い 。 ※ モ デル ルー ト の 詳細 は WEB サ イト 「TAMASHIMA.tokyo」 (https://tamashima.tokyo/) を ご 覧 下さ Wo 


亜熱帯 の 樹海 に 抱か れ た 
ヒー リン グ ス ポ ッ ト 


青々 と 生い茂る 亜熱帯 の 森 は 癒し 効果 抜群 。 
清涼 感 た っ ぷり の 滝 や 清流 、 鳥 の さえ ずり 、 
森林 の 中 の 遊歩 道 を の ん びり 歩く と 、 心 が 落 
ち 着 いて くる の が 分 か り ま す 。 島 に 生き る 植 
物 や 生き 物 の 生命 力 を 感じ 、 大 きく 深呼吸 を 
し て み ま し ょ よう 。 


6、 裏 見 ヶ 滝 遊歩 道 (八丈 島 )。 樹海 の 中 の 神秘 
の 滝 、 滝 の 裏 側 も 見 る こと が で きる 7、 則 見 ヶ 
滝 遊 歩道 近く に ある 裏 見 ヶ 滝 温泉 (八丈 島 ) 

8、 三宅 島 の ネイ チャ ー 情 報 を 発信 する アカ コッ 
コ ョ 痕 。 パー ドウ ォ ッ チ シ グ が で きる へ ヨゴ の 
木 が 生い茂る へ ゴ の 森 遊 歩道 (八丈 島 ) 10、 八 
丈 島 の ポッ ト ホ ー ル 。 ポッ ト ホ ー ル と は 、 小石 が 
水流 で 回 転 し 、 長い 年 月 を か け て 岩場 に 開け た 穴 
の こと 


ジン セツ トド ト ど と 
島 の 古 民 家 ス テイ 


日 が 見 られ る 絶景 ポイ ント や 、 個 性 豊か な 
宿泊 施設 な ど 、 島 の リラ ク ゼ ーション は まだ 
まだ た くさ ん あり ます 。 島 の 宿 は 、 素 朴 な 民 
宿 や 優雅 な リゾート ホテ ル 、 古 民家 を 改装 し 
た も の な ど 、 さ ま ざ ま な の で 、 気 分 に あっ た 
島 ス テイ を 楽し め ま す 。 


14、 八丈 八景 の ー つ 大 坂 
トン ネル 展望 合 か ら の サ 
ン セ ッ ト 15・16、 リ ノ 
ベー ショ ン し た 古 民 家 に 
宿泊 で きる 島 京 鈍 天 (大 
島 )。 内 装 は 和 モ ダン で 趣 
が ある 


滴 大 の 星 を 眺め る 

夜 に な っ た ら 、 顔 を あげ て み ま し ょ う 。 そ こ 
に は 満天 の 星 が 広 が っ て いま す 。 ネ オン や 高 
層 ビ ル が な く 、 空 気 も 澄み 渡っ て いる 島 で 見 
る 星空 は 、 都 心 の それ と は 大 違い 。 肉 眼 で も 
十分 楽し め ま す が 、 星 空 観 察 会 な どの アク 
ティ ビ テ ィ に 参加 する の も お すす めで す 。 























11・12・13、 こぼれ お ち そ 
うな 満天 の 星 は 圧巻 。 ス 
クー ウォ ッッ グッツ アー 
で は 望遠 鏡 で 観察 し た り 、 
音楽 を 聴き な が ら 寝 転ん 
で 星 が 楽 し め る 


東京 の 島 . 


大 海原 に 浮か ぶ 島 の 穏やか な 時 間 、 温 暖 な 気候 と 手つかず の 自然 に 身 を ゆだね 、 
日 常 の 慌 た だ し さ を 忘れ まし ょ う 


青い 海 、 荒 々 し い 岩 場 と 、 
温泉 を 楽し お 区 : 


火山 列島 の 日 本 は 世界 有数 の 温泉 大 国 。 それ は 、 島 も 例外 で は あ 
り ま せん 。 伊豆 諸島 の 大 島 、 新島 、 式根島 、 神津 島 、 三宅 島 、 八丈 島 、 
青ヶ島 の 7 島 に は 、 個性 豊か な 温泉 施設 が あり ます 。 

島 の 温泉 は 、 泉 質 は も ちろ ん 、 個 性 豊か な ロケ ーション も 魅力 。 荒 々 
し い 岩 場 や 、 眼下 に 広がる 大 海原 な ど 、 ダ イナ ミッ ク な 景観 の 中 
で 警 沢 な 癒し の ひと と き を 過ごせ ます 。 式根島 の 「 地 錠 温 泉 」 は 、 
海 が 目 の 前 に 迫る 岩場 に 湧く 露天 温泉 。 源泉 は 80 度 と 高温 な の で 、 
海水 と 混じっ た 適温 の 場所 を 探し て 入浴 し ます 。 まさ に 、 海 に 囲ま 
れ た 島 な ら で は の 入浴 スタ イル 。 青ヶ島 に ある 「 ふ れ あ い サ ウナ 」 
は 、 地熱 を 利用 し た サウ ナ 風 呂 。 湯 で は な く 蒸 気 で の 入浴 、 観光 客 
は も ちろ ん 地域 住民 に も 愛さ れ て いま す 。 

さら に 、 24 時 間 い つ で も 入浴 可能 な 施設 が 多い の も ポイ ント 。 昼 
は 雄大 な 海 を 眺め な が ら 、 夕方 に は 沈む 夕日 に 照ら され て 、 夜 は 
満天 の 星 を 仰い で 入浴 が で きる な ん て 、 最高 で す 。 








14 


日 本 の どこ と も 違う 食 文化 が 根付 く 島 々 


気候 も 立地 も 本 州 と は 異な る 各 島 に は 、 独 自 の 食 文化 が 根付 いて 民 に 教え 、 そ れ が 伊豆 諸島 各地 へ と 伝播 し 、 名 物 と し て 根付 きま 
いま す 。 近海 で と れ た 人 魚 、 島 で 栽培 され た 野菜 や フル ー ツ な ど 、 し た 。 
味わう べき フー ド は た くさ ん あり ます 。 島 名 物 の 「 く さや 」 も 必 食 。 ムロ アジ や トビ ウオ な ど を 「 く さや 
中 で も 定番 は 島 寿司 。 新 鮮 な 地 魚 を 使っ た 握り 寿司 で 、 シ ャ リ は 液 」 と いう 液体 に 漬け て 乾燥 させ た 十 物 で 、 魚 を 長く 保存 する た 
甘 め の 味付け 。 八 丈 島 や 小笠 原 が 発祥 と され 、 後 に 伊豆 諸島 と 小 め の 伝統 の 調理 法 で す 。 独 特 の 風味 に 最初 は 驚 く か も し れ ま せん 
笠原 の 各地 へ と 伝わり まし た 。 が 、 そ の 奥深 い 味わい は クセ に な り ま す 。 
お みや げに オス ス メ な の は 島 焼 酎 。 島 で は 「 島 酎 」「 島 酒 」 な ど と 島 の フー ド は その ひと つ 一 つ に 物語 が 詰まっ て いま す 。 ゆ っ くり 
呼ば れ て いま す 。 流刑 で 八丈 島 に た どり 着い た 商人 が 人 造り 方 を 島 味わい な が ら 、 そ の 歴史 に 思い を 馳せ て みて くだ さい 。 
ze ん ムリ 

ニー ニー ミー 








うう 語 = 
FPS | 上 
| 















島 の 気候 が 育て た 名 産 0 に ニー 
員 ーー 細 本 の レン 5 タ / NM 7 6 上 て 1 で - し 


島 な ら で は の 作物 も 要 チ ェ ッ ク 。 伊豆 諸島 各 
島 で 味わえ る アシ タバ は 、 島 に 自生 し て お り 、 
島民 に は 昔 か ら 身 近 な 植物 で し た 。 栄養 価 が 
高く 、 ヘ ル シ ー な 食材 と し て も 人 気 で す 。 小 
笠原 諸島 で は コー ヒー 豆 が 栽培 され て いま 
す 。 し か し 、 規 模 は 大 きく な く 生 産 量 は わ ず 
か 。 貴重 な 味わい を 楽し ん で 。 





| 島 フ ルー ツ に ひと め ば ぼれ 


温暖 な 気候 の 島 で は 、 島 レモ ン や パッ ショ ン 
フル ー ツ 、 ド ラゴン フル ー ツ な ど 、 南国 フル ー 
ツ が た くさ ん 栽培 され て いま す 。 島 フル ー 
を 使っ た お 菓子 や 加工 品 も 種類 豊富 。 


個性 豊か な 
島 の お 洒 を お みや げに 


酒 の 製造 が 盛ん な 東京 の 島 。 島 焼酎 は 、 現 在 
で は 大 島 、 新 島 、 神 津島 、 三 宅 島 、 八丈 島 、 青 ヶ ケ 
島 で 造ら れ て いま す 。 小 笠原 で は ラム 酒 や リ 
キュ ー ル が 製造 され て いま す 。 宿 や 飲食 店 で 
楽し どり の も いい で す が 、 旅 の 記念 に 買っ て 帰 
る の も お すす めで す 。 





8、 八丈 島 の 八丈 フル ー ツ レモ ン は 皮 に も 苦み が な く 丸 ご と 食べ られ る の が 特徴 9、 さわ や か な 甘 さ で 栄養 豊富 な ドラ ゴン フル ー ツ 10、 華やか な 香り の パッ ショ ン フ ルー 
ツ も 栽培 され て いる 11・12、 島 フ ルー ツ を 加工 し た パッ ショ ン フ ルー ツグミ と レモ ンジ ャ ム 13・14、 小笠 原 に は 、 店 主 が 自ら 栽培 し た コー ヒー が 飲め る カフ ェ も あ 
る 15、 独特 の 苦み が 特徴 の アシ タバ は 、 天ぷら に し て 食べ る の が 定番 16、 蔵 に よっ て 味 も 香り も さま ざま 。 飲み 比べ も 楽し い 


⑥⑯ = 


京 の 島 . 


FOOD & CULTURE 


島 に 行っ た ら 島 な ら で は の 郷土 料理 を 味わい た い ! 
な 魚介 類 に 南国 野菜 、 島 食材 の 名 物 料 理 を 心ゆく まで 堪能 し まし ょ う 


加 宣 
号 困 
















1、「 べ っ こう 普 油 」 に 漬け 込ん だ 魚 
を ご 飯 の 上 に の せ た 「 べ っ こう 丼 」 
2、 三宅 島 で 獲れ た サバ を 照り 焼き に 
し て パン で 挟ん だ サバ サン ド 3、 島 
グル メ を 代表 する メニ ュー、 島 寿 司 
4、 美しい ピン ク 色 を し た キン メダ イ 
の 刺身 5「 く さや 」 は 伊豆 諸島 で 食 
べら れる 保存 食 6、 島 魚 を 使っ た 
ポキ 丼 7、 小 笠原 に は 、 ウミ ガメ を 
食べ られ る 店 も ある 


三宅 島 は 絶好 の 釣り スポ ッ ト 


海 に 囲ま れ た 島 は 魚釣り の 聖地 。 中 で も 三宅 島 は 年 間 を 
通し て 多く の 釣り 客 が 訪れ る こと で 有名 で す 。 島内 に は 
地 磯 案内 、 釣 り 餌 販売 、 磯 渡船 や 釣り 船 を 運航 する 船宿 
も あり 、 地 磯 釣 りや 船 釣 り を 楽し め ま す 。 上 物 ・ 石 物 ・ 青 物 ・ 
根 魚 な ど 、 季 節 で と に いろ いろ な 魚 が 釣 れ ま す 。 釣 っ た 請 請 

魚 を 調理 し て 食べ させ て くれ る 宿 も あう 、 新 鮮 提 れ た て は 危険 が 伴う 場合 も ある の 
の 魚 を 味わえ ます 。 Gi 下 原 を 朴 5 人 meiG ぐ く 選 き 


美しい 海 で 獲れ た 
新鮮 な 魚介 を いた だ きま す 


島 で まず 食べ る べき は 海鮮 料理 。 ウ ミ ガ メ や 
キン メダ イ 、 ア カム ツ な ど 、 バ ラ エ ティ 豊か 
な 魚介 を 使っ た 料理 を 味わえ ます 。 伝統 の 調 
理 法 を 食べ や すく アレ ンジ し た メニ ュー を 扱 
う 店 も 。 気軽 に 挑戦 し て みて 。 





いい 







1・2、 三原 山 ( 大 島 ) の 裏 砂漠 。 スコ リア と 
呼ば れる 黒い 小石 に 埋め 尽く され た 独特 
の 景観 3、 裏 砂漠 と 並ぶ 観光 スポ ッ ト 「 赤 
だ れ 」。 ダイ ナミ ッ ク な 景観 は 「 三 原 キ ャ 
ニオ ン 」 と も 呼ば れる 4、 火山 体験 遊歩 
道 (三宅 島 )。 1983 年 の 噴火 で 火山 に 飲み 
込ま れ た 小 中 学 校 の 跡 を 見 る こと が で き 
る 5、 三宅 島 の 新 鼻 新山 は 、 1983 年 の 
噴 火 に よる 海底 爆発 で 一 夜 に し て 形成 さ 
れ た 6、 伊 豆 大 島 火 山 博物 館 (大 島 )。 三 
原山 を は じ め 、 世界 の 火山 に 関す る 資料 
を 展示 する 


| あり ま 展 望 台 ノ ー 
ジュ リア の 十字 架 


神津 島 の 展望 スポ ッ ト 、 あ り ま 展望 台 
3 
が あり ます 。 江戸 時 代 に 神津 島 に 流 
UI の 2 S/ の ンク 00 と 
: し の ん で 建て られ た も の で す 。 








繊 細 な 手 仕 事 に 感動 。 
八丈 島 の 伝統 工芸 ・ 黄 八丈 


平安 時 代 か ら 八丈 島 に 受け 継が れる 絹 織 物 、 
黄 八 丈 。 島 内 に 自生 する 植物 で 染め た 温か み 
ME 
造り が 魅力 で す 。 黄 八丈 を 使っ た 小物 が 手 
入る ほか 、 製 作 の 様子 を 見 学 で きる 工房 遇 
り ま す 。 


7、 天 日 十 し され る 絹糸 8、「 伸 子 張り 」 と 呼ば 
れる 工程 の 様子 。 織り 上 が っ た 反物 の 前 を 湯 で お 
と し 、「 伸 子 」 と いう 竹 ひ ご で 張っ て 天 日 干し を す 
る 9、 服部 屋敷 で 披露 され る 絡 土 芸能 「 八 丈 太 
鼓 」。 奏者 が 黄 八 丈 の 着物 を まとっ て 太鼓 を 演奏 
0 10、 黄 八丈 の 雑貨 は お みや げに も 人 気 
1、 黄 八 丈 の 製作 工房 「 黄 八丈 め ゆ 工房 」 で は 職 
PE こと が で きる 





大 地 の パ ワー を 感じ 
人 島 に 残る 火山 の 引力 


世界 で も 珍し い 二 重 式 火山 の 島 ・ 青 ヶ 島 を は 
じ め 、 大 島 の 三原 山 や 三宅 島 の 雄山 な ど 、 東 
京 の 島 に は 火山 が た くさ ん 。 溶岩 流 跡 を 間近 
に 見 られ る 遊歩 道 や 、 火 山 の こ と を 学べ る 博 
物 館 な ど 、 火 山 と 島 の 切っ て も 切れ な い 関 係 
を 垣間見 られ る スポ ッ ト が いっ ぱい あり ます 。 





東京 の 島 _ 


RETRO CULTURE 


島民 た ち が 紡 いで きた 伝統 文化 に 触れ る と 、 島 が より 身近 に 感じ られ る 気 が し ます 。 
島 な ら で は の 体験 を 通じ て 、 そ の 魅力 を カラ ダ ぜ ん ぶ で 感じ まし ょ う 


島 を 形作る 自然 、 島 が 育ん だ 文化 


本 州 と 海 で 隔て られ た 島々 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 文化 を 有 し て いま 
す 。 島民 た ち は 昔 か ら 、 そ の 島 が 持つ 自然 と 向き 合い な が ら 、 独 
自 の 文化 を 築き あげ て きま し た 。 

大 島 や 利島 の 「 椿 」、 八 丈 島 の 「 黄 八丈 」 は その 代表 例 で し ょ う 。 
大 島 や 利島 で は 、 島 に 生え る 椿 の 実 や 花 を 利用 し て さま ざま な 製 
品 を 作っ て きま し た 。 黄 八丈 は 八丈 島 に 自生 する 植物 を 使っ た 伝 
統 工 芸 品 。 島 の 自然 は 住民 の 生活 と 密接 に 関わ っ て いる の で す 。 
も ちろ ん 、 自 然 と の 共生 は 良い 面 ば か り で は あり ませ ん 。 自然 は 
時 に 脅威 に も な り ま す 。 大島 や 三宅 島 、 青 ヶ 島 な ど に 見 られ る 火 
山 活動 の 跡 。 三宅島 に は 、 火 山 に の み 込 まれ た 集落 跡 が 今 も 残っ 
て いて 、 自 然 が 持つ 力 の 強 さ を 思い 知ら され ます 。 こう し た 要素 も 、 
島 の 文化 を 作り あげ て きた 要素 の 一 つ な の で す 。 

自然 と 人 々 が と も に 作り あげ て きた 鳥 の 文化 。 実際 に 見 て 、 歩 いて 、 
体験 し て 、 そ の 伝統 に ふれ て み ま し ょ う 。 






棒 を 氷 し む エ ト セ トラ 昌 








島 と 椿 の 深い 関係 国連 1 。 多種 多様 な 園芸 種 の 椿 も 
油 を 搾 る た め に 実 を 乾 育成 され て いる 

赤く 大 き な 花 を 咲か せる 椿 は 、 大 島 と 利島 の p に 燥 させ て いる 様子 
シン ボル 。 大島 で は 島内 に 約 300 万 本 の や oo ーー / 
ぶ 椿 が 自生 し て お り 、 利 島 は 島 の 約 8 割 が 椿 上 +- 区 大 島 で は 毎年 椿 まつ 
の 木 で 覆 わ れ て いま す 。 島 民 の 生活 に も 深く ー。 還 g ァ ay 計 | り が 開催 され る 。 写真 
関わ っ て お り 、 実 か ら 椿油 を 作っ た り 、 花 び a と 9 ヲ | | 
ら で 楽 物 を し た り と 、 さ ま ざ ま な 方 法 で 活用 ー い 
され て きま し た 。 椿油 を は じ め 、 椿 油 を 配合 し た ヘア ケア 用 品 や 石鹸 、 

椿 染 め の ハ ンカ チ な ど 、 椿 を 使っ た アイ テム は お 

みや げに で ぴったり 
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変化 に 富ん だ 地形 と 絶景 。 
島 の 陸地 は 愉 好 の 遊び 場 


島 の アク ティ ビ テ ィ は 、 海 遊び だ け で は あ 
の 衣 坦 ん 。 ノイ キン グ や 昌一 ド パ バイ ク 、 ポ 
ル ダ リ ング な ど 、 陸 遊び も 充実 し て いま す 。 
固有 の 動植物 が 生息 する 山 や 森 、 火 山 灰 が 
堆積 し た 地層 な ど 、 こ こ で し か 見 られ な い 
景色 を 探し に 行き まし ょ う 。 
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穫 明 度 抜群 の 海 を 
遊び つく そう ! 


ドル フィ シス イム や ホエー ルウ ォ ッ チッ ング の 
ほか に も 、 ポ ディ ポー ド や シー カヤ ッ ク 、 美 
し い 入 り 江 で の 海水 浴 な ど 、 島 の 海 は 楽し 
み 方 も いろ いろ る 。 プ ロ が 指導 を し て くれ る ス 
クー ル も ある の で 、 初 め て の アク ティ ビデ ティ 
で も 安心 し て 挑戦 で きま す よ 。 





東京 の 島 . ' 
ACTIVITY 


せっ か く 来 た の だ か ら 、 島 遊び を 
澄み 渡る 海 で ダイ ビン グ や シュ ノー ケリ ン 


海 も 山 も 島 な ら で は の 遊 





都心 か ら 船 に 乗っ て 島 へ と 向かう と 、 どん どん 海 の 色 が 変わ 
て くる こと に 気が付き ます 。 島 に 着く ころ に は 、 透き通る よう な 
青 さ に 様変わり 。 中 で も 、 小笠 原 の 海 は 「 ボ ニン ブル ー」、 八丈 島 
の 海 は 「 八 丈 ブ ルー」 と 呼ば れ 、 その 美 し さ は 神秘 的 で す 。 
都心 の 海 と の 違い は 色 だ け で は あり ませ ん 。 島 の 海 は 生き 物 の 
宝庫 。 都心 で は 見 られ な いよ うな 生き 物 が た くさ ん いま す 。 ウミ 


東京 で クジ ラ も イル カ も 見 られ る っ て 知っ て た ? 


を 思い っ ぎり 楽し し まな きゃ ! 


グ 、 固 有 植 物 が 茂る 山林 の ハイ キン グ 、 


び が いっ ぱい 








ガメ や 人 色 鮮 や か な 熱帯 魚 、 ク ジラ や イル カ も 生息 し て いる ん で す よ 。 
その 生態 を 間近 に 見 られ る アク ティ ビデ ティ メニ ュー も 充実 。 イル 
カ と 一 緒 に 泳ぐ ドル フィ ンス イム や 、 船 か ら ク ジラ を 観察 する ホエー 
ルウ ォ ッ チン グ は 特に 人 気 の ア クティ ビ テ ィ で す 。 東京 の 海 に こ 
ん な 楽し み 方 が あっ た な ん て ! ワク ワク が いっ ぱい 詰まっ た 島 で 、 
篇 き と 感動 を 心ゆく まで 満喫 し まし ょ う 。 
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世界 自然 遺産 の 島 、 
小笠 原 諸島 


小 等 原 諸島 は 、 大 陸 と 一 度 も 地 続 き に な っ た 
こと が あり ませ ん 。 その た め 、 島内 に は 独自 に 
進化 を 遂げ た 固有 の 植物 や 動物 が 数 多く 生 候 
し て いま す 。 その 独自 の 自然 環境 が 世界 的 に 
価値 の ある も の と 認め られ 、 2011 年 に ユネ ス 
コ の 世界 自然 遺産 に 登録 され まし た 。 


島 の 森 で 貴重 な 植物 と 出合 う 


島 の 森 は 、 亜熱帯 植物 が 生い茂る ジャ ング ル 。 
木 生 シダ の へ ゴ や マル ハチ 、 タコ の 足 の よう な 
根 を 広げ る タコ ノ キ な ど 、 摩 詞 不 思 議 な 植物 
が いっ ぱい で 、 本 州 の 森 と は 全く 趣 が 異な り ま 
す 。 森 の 中 を 歩け ば 、 ち ょ っ と し た 冒険 気分 に ! 













東京 の 島 





WONDERS 


神秘 的 な 輝き を 放つ 青い 海 、 大 地 の 鼓 動 を 感じ る 火山 、 独 自 の 進化 を 遂げ た 動植物 …… 6 
東京 の 島 で は 、 見 る も の すべ て が 新鮮 で す 。 他 で は 見 られ な い 景 色 に 出合 う 、 
島 へ の 旅 に 出かけ まし ょ う 





で 小 等 原村 観光 局 








東京 の 美しい 島々 


小笠 原 諸島 は 、 都心 部 か ら 南 へ 約 1000km の 
と ころ に 浮か ぶ 島 々 。 有人 島 の 父島 ・ 母 島 を は 
じ め 、 大 小 30 余 り の 島々 か ら な り ま す 。 伊豆 
諸島 に は 、 大 島 、 利島 、 新島 、 式根島 、 神津 島 、 
三宅 島 、 御蔵 島 、 八丈 島 、 青ヶ島 の 個性 豊か な 
9 つの 有人 島 が あり ます 。 


美しい 海 に 浮か ぶ ぶ 楽園 で 過ごす 極上 の 島 時 間 


東京 の 都心 部 か ら 船 や 飛行 機 で 南 に 向かう と 、 大 小さ ま ざ ま な 島 
が 浮か ん で いる の が わか り ま す 。 小 笠原 諸島 と 伊豆 諸島 か ら な る 「 東 
京 諸島 」 と 呼ば れる エリ ア で す 。「 東 京 」 と いっ て も 、 そこ に 都会 の 
喧騒 は あり ませ ん 。 自然 に 溢れ た 美しい 景色 と ゆっ くり と 流れ る 時 
間 が 、 訪れ る 人 を 出迎え て くれ ます 。 

本 州 と は 海 で 隔て られ た これ ら の 島々 に は 、 独自 の 文化 や 生態 系 が 
育ま れ て きま し た 。 澄み 渡る 青い 海 や 、 固有 の 動植物 が 生息 する 原 


生 林 、 島 な ら で は の 食 文化 や 伝統 工芸 -……。 東京 の 都心 は も ちろ ん 、 
世界 中 の どこ と も 違う 、「 こ こ で し か 出合 えな い 」 風 景 が いっ ぱい で す 。 
自然 と 触れ 合う アク ティ ビ テ ィ や 伝統 工芸 体験 、 身体 を 芯 か ら 温 
め て くれ る 温泉 な ど 、 楽し み 方 は いろ いろ る 。 た だ 島 の 中 を 歩い て 回 
る だ け で も 、 いろ いろ な 出合 い が あ る か も し れ ま せん 。 どん な 時 間 
を 過ごす か は あな た 次 第 。 東京 の 島 で 過ごす ひと と き は 、 きっ と 忘 
れ ら れ な い 宝 物 に な る で し ょ う 。 


ク ら 


IONOS 


Inspiration is only a short tFip away. 


Theres more to Tokyo【han 
YOU'H ever eXpectl 


LUAUNT 


感動 を 探し に 行こ う 。 東京 の 街 、 島 、 山 へ 。 





絵 : で ほ ぎ ゃ ら り ー (高松 洋平 ) 
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